
第31 回総 会〕 家庭経営･家政学原論･家族関係　227

E －37  不況時下に おける消驚制n 勧についZ  の一考奮( オi 報

― 消肴着購零行動に7 ＼M 

ﾔ 村－葡唸よ、 山下IE 3-

§哨　1^& 芒－も購入頻鬼が高い物品は食料品とある．なかてもま鮮食料品ぱ新鮮とあ

るこ乙や、ま乙め乙購>. 寸i  乙屋搬や収納が困有なこ乙乙 毎b ある卜 ま叱^ に応じ 乙嘱、

x する． またﾉt 住た ≪)血く 芒鴎χし、寧物にあまり時同色かけない．こ れにμし、永料品

はー物包粂しみ､乙しているため、繁繁街?  ご瞬向をかけ乙業物に!ii かけ る傾向がμ い．

次に冤祢層は・れ以J:()階層乙比べる乙7  Y ．シ．ンE  " ̂び優れ乙奮') 、大竹に駄尽r

あ る．l の払

ところで蒙計<n 童雷､匯を考えバミ場合、ft. 質り＆ 乞右･価に鵬 へするこ乙が大切とある．レ

かし食料乱 －饗物吸向が短い化め、嘔変簡店の曼顧 客乙なる傾哨が強いここ乙 呑た匁料＆

は友行があるため、価格よりずザA ン岑、外見･りよさをー視する浦和が`ある． ＼.こ芒物品

嘱 り≫)常態を把ii.するため、－ ■艮̂び号旋包料象に 東態襖を^ 行．だ．

調を方法　期向:   S 立 、12. /1～i-3.、、10 ,   対象：本学家政糾 ＼･x怖>±.3oo恚、 母親l μ

池、計幻7 ゐ、ir-A：了ンIt -  ト脈、法．回収キ ツ窄'k.ﾉｸ・'A 、 母親および

銘菓O^ 料品嘱W 刺も参席片 ク% 、匁料品嘱XXt 繁物μぶ'Aごあ、た．＠ 商品別鴎入

^ は、加工､ﾉ良品が血所・ λ一以一訪．1%、 下先はデパー1- w､?  ;<:. 洋服は弟hvi り 専内 応知

､i こがよくヤ岡 たれこい拡．①衣料ぶ=､時豪物ごμ冷 ～1  哨向の場戸ご鴎 入が`如､^茄為 、耘

＠洋^ のi  な鴎X  もほB 観がデ}＼' ートw ．?‰'t't 吹粉 心､り専内応球￥χ乙あ 、た．②永

料勘 書ﾛこ藪嘱X す5 こ乙が 恥､ 乙■むたも．は最－ 芒@ 鏡り､分外、^^11､ ぷχあ 、た.<p

洋服鵬x 時によく生息する亀μ、母親がサ4  ズ2以 χ、せIt はT ザヽA ンＪ､iχごあ>  re.

E－38   ラ隻量測肉にぷり^ 償溥行勅に 糾ij ( そ図　.' ノ
づ が7月・べ不ト い トしい差遠泳か匈一

叉政隻入与良　　　　　 気尾戻や 寸　谷暴利寺　・諦才子代済

目的　 本調 覆巽 拓It 、 笑茸調 濠 £恚 レt,      頌 賓ｱ苓行働(A 理1命 頌-t 儒 互筑 幻n 漱 痩･質

價対 盈 心? 倖 シ釘 圧的I'-解 刈 跡式） ぶラ乙 了ヵも月 であh.

方A　 調 覆 心芦瑚 に、 郎和み 耳i  い り ～-I, f＼ μ^  ＼（ 駆 布 入　 ノド パ ベ･／月乎 り(  回

岐 べ 哺 乳･釦-  i~ -7 ちに 調 度片 象 ぼ、 東宮殉）・ヽ3 2. みょ びそ^  同辺夕呻 帰 住f ＼一花 見 苧レぐ

尊 団^-ﾚ 、 こ八 より薄 手 襄薦 作乃ド 八 哨 孚 £使 ぷ、i-, 作 調 合考ti  ぶ弁 えレド． 図縁雫/#、

八 硬 吽r  力 フ て、稗 季li  コ ンピタ-  ア丿 四 フ 二　萍付石理 瓦ジ こび丿 乱

系町ik  (し 坤化 耳紅　7    ロス隼牡　 解酉 漢 才重利 剣 ■脅 竹分 がド シ≒　W  ぶ調 恚 ゐ目 刊

珀l-.飢 馴り 回し万べ１ で･    !?   f*    VN  (勺 丿1^ 、 耐 刄頌屡 卿慨 にロ大'C   tf .　ずr  (嘩 づ俘クヌサｏ

あ'h j で劃 斐V  ('-.

召 尊　唾 刈 匈･  す 峠のド での孤 希I'- ワい乙 ばご 斧 守幻 た 匈'^/ 高 耳テ嶮 に 斤 ゐに價ッヽそ

め刈 肉 が佩 剣　 ぺ矛 ジブ クト か匈If.   ぞ 型的 ヤ核希族^ べ／て置名 わか瑠μi s if 巾 々え口 中

向層(A i-糾 トi^' ＼A t 月 肉があ<. r<r ッてぃ、凪　 寺に公窄秀俄レ ワ 一 乙ぼ、i:j(靫^ ｛ で^  ～祁

廊 が弘 い、

廠t-i  支麺 仰 丘皮

■t_鉉.i ゛々 　１ u
琵婦^ ア i 盛'jす ≪々p ＼か可

■^1 ま乏

ｆ ま昂 々

。μ ￥A c ．VXjLん 以c- り ﾀﾞ｡ふW

)厄リ/23L   <S タリ ワ ぢ れc か ≪"､μ叩
(Ｄ

耳 だjﾂﾑlt ﾄﾞｿX

バ ヴ ゛/X ゛ す=J,3"グ

Q 了≒ －£.バ？・ χ ゛゙｀/･;
／ y

゛すφ／リ ？

('列 禾 曜ﾘ,亀 丿




